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（Ⅰ）研究に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

判断理由 研究に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のうち １項目が 良（ ） 「 」 （ ） 、 「

好 、１項目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断し」

た。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（２項目）のうち、１項目が「良好 、１項」

目が「おおむね良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 研究水準及び研究の成果等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「研究水準及び研究の成果等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（５項目）のうち、４項目が

「良好 、１項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達」 、

成状況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、４項目が「良好 、１20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の

現況分析における関連項目「研究活動の状況 「研究成果の状況」の結果」

も勘案して、総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「機構に新領域融合研究センターを設置し、各研究所の研究領域を越え

た融合的研究を発展させる」としていることについて、法人化・機構化によって４研

究所が結集したことを活かし、これまで一つの研究所では不可能であった「分野を越

えた融合研究」とその結果生じる「新領域の創成」を目的として新領域融合研究セン

ターを設立し 「地球生命システムプロジェクト」や「生物多様性解析プロジェクト」、

等の融合研究プロジェクトの研究を開始することにより、例えば、国立極地研究所と

国立遺伝学研究所で得られる多様で大量の地球科学、生命科学のデータ及び知見を、

統計数理研究所が得意とする統計数理モデリング・計算技術、及び国立情報学研究所

が得意とする情報技術・情報基盤と結合し、地球と生命の研究分野において新しいパ

ラダイム創成を目指した融合研究を推進し成果を得ていることは、優れていると判断
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される。

② 研究実施体制等の整備に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況がおおむね良好である

（ ） 「 」判断理由 平成 ～ 年度の評価結果は 研究実施体制等の整備に関する目標16 19
（ ） 、 「 」、の下に定められている具体的な目標 ４項目 のうち ２項目が 良好

２項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状況がお、

おむね良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好 、２20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

（Ⅱ）共同利用等に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

判断理由 共同利用等に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のすべてが 良（ ） 「 」 （ ） 「

好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「共同利用等に関する目標」に係る中期目標（２項目）のすべてが「良好」である

ことから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 共同利用等の内容・水準に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 」判断理由 平成16～19年度の評価結果は 共同利用等の内容・水準に関する目標

の下に定められている具体的な目標（２項目）のすべてが「良好」であ

ったことから 「中期目標の達成状況が良好である」であった。、

平成20、21年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目のすべてが「良

好」とし、これらの結果に加え、学部・研究科等の現況分析における関

連項目「研究活動の状況 「研究成果の状況」の結果も勘案して、総合的」

に判断した。
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＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標で「情報学・統計数理・遺伝学・極域科学等の研究領域での大学等の研究

コミュニティとの連携を図り、研究拠点として共同研究を推進・強化する」及び「研

究施設の充実を図ることにより、大学等における当該研究領域及び関連分野の活動に

資する」としていることについて、各研究所において、それぞれのスーパーコンピュ

ータやネットワークを持ち合わせていて、個々の特徴をもって共同利用に供している

ことは、共同研究及び共同利用事業を推進し、４研究コミュニティの発展に主導的に

貢献するとともに他の研究領域の発展にも貢献した点で、優れていると判断される。

② 共同利用等の実施体制等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「共同利用等の実施体制等に関する目16 19
標 の下に定められている具体的な目標 ５項目 のうち ２項目が 非」 （ ） 、 「

常に優れている 、３項目が「良好」であったことから 「中期目標の達」 、

成状況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「非常に優れ20 21
ている 、３項目が「良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。」

（Ⅲ）教育に関する目標

１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

判断理由 教育に関する目標 に係る中期目標 ２項目 のうち １項目が 非（ ） 「 」 （ ） 、 「

常に優れている 、１項目が「良好」であり、これらの結果を総合的に判」

断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（２項目）のうち、１項目が「非常に優れて

いる 、１項目が「良好」であり、これらの結果を総合的に判断した。」

２．各中期目標の達成状況

① 大学院への教育協力に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が非常に優れている
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（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「大学院への教育協力に関する目標」16 19
の下に定められている具体的な目標（２項目）のうち、１項目が「非常

に優れている 、１項目が「良好」であったことから 「中期目標の達成」 、

状況が非常に優れている」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ20 21
ている 、１項目が「良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。」

＜特記すべき点＞

（特色ある点）

○ 中期計画「より多数の教員が総研大の教育に参加し、個々の大学院生に対応したき

め細かい指導体制を構築する」について、当該機構において、総合研究大学院大学と

の緊密な連携・協力により大学院教育を行い、４研究所とも一人の学生に対して複数

の教員が指導する体制を採用することにより、学生発表会の実施で多くの教員が学生

に助言でき、メンタルヘルスに関連する相談制度も設けたことは、きめ細やかな指導

体制を実現した点で、特色ある取組であると判断される。

② 人材養成に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「人材養成に関する目標」の下に定め16 19
られている具体的な目標（２項目）のうち、１項目が「非常に優れてい

る 、１項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達成状」 、

況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、１項目が「非常に優れ20 21
ている 、１項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断」

した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期目標「博士課程修了者や活躍が期待される社会人に対して一層の研究能力や専

門技術を養育し、第一線で活躍できる人材を養成する」について、各研究所の研究事

業に関連した教育プログラムを実施したことに関して、例えば、国立情報学研究所に

19おいて ソフトウェア技術者人材育成プログラムで実践的なカリキュラムを作成し、 、

講座を開講させ、若手社会人 名・大学院生 名の養成実績があることは、優れて57 19
いると判断される。

（Ⅳ）その他の目標

（１）社会との連携、国際交流等に関する目標
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１．評価結果及び判断理由

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（ ） 「 、 」 （ ）判断理由 社会との連携 国際交流等に関する目標 に係る中期目標 １項目

が「良好」であることから判断した。

（参考）

平成 ～ 年度の評価結果は以下のとおりであった。16 19

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 「社会との連携、国際交流等に関する目標」に係る中期目標（１項目）が「良好」

であることから判断した。

２．各中期目標の達成状況

① 社会との連携、国際交流等に関する目標

【評価結果】 中期目標の達成状況が良好である

（判断理由） 平成 ～ 年度の評価結果は「社会との連携、国際交流等に関する16 19
目標」の下に定められている具体的な目標（３項目）のうち、２項目が

「良好 、１項目が「おおむね良好」であったことから 「中期目標の達」 、

成状況が良好である」であった。

平成 、 年度の達成状況を踏まえた結果は、２項目が「良好 、１20 21 」

項目が「おおむね良好」とし、これらの結果を総合的に判断した。

＜特記すべき点＞

（優れた点）

○ 中期計画で「国際的共通課題のプロジェクト研究、国際的研究プラットフォーム構

築を推進する」としていることについて、海外の学術情報ネットワークとの通信を確

保するための「学術情報ネットワーク（ ３ 」が、国際的な先端研究プロジェクSINET ）

トで必要とされる国際間の研究情報流通を円滑に進めているだけでなく、我が国の大

学等の研究・教育活動全般にわたり不可欠な情報ライフラインとしても多くの分野で

活用されていることは、優れていると判断される。


